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１．研究計画の概要 
本研究は、高齢者における総エネルギー消

費量（TEE）決定要因を明らかにし、食事摂
取基準・運動基準作成へのエビデンスを提供
することを目的として、1) 虚弱を含む幅広い
高齢者に適用できる TEE 評価法（各種簡便
法）を DLW 法との比較で検証し、2) 特に身
体を動かす基盤となる筋肉の細胞量（機能的
筋細胞量）に注目し、これを評価する方法を
確立するとともに、3) TEE に及ぼす筋細胞量
の影響、体力、栄養摂取状況との関連を横
断・縦断的に検討し、4) これらの知見をもと
に、一般高齢者と虚弱高齢者に運動介入研究
を行い、体力増強とともに TEE を向上させる
方法について検証する。 
研究計画は 4 年である 

 
 
２．研究の進捗状況 
本課題では、様々な年齢および体型の日本

人に適用できる精度の高い身体活動量と身
体組成（筋細胞量）評価法の確立を目指し、
年齢、体型、活動量の異なる対象者で、ゴー
ルドスタンダード（TEE は DLW、筋細胞量
は Br）を参照に、簡便法（各種活動量計、簡
易活動記録表、部位別多周波インピーダンス
分光法 S-BIS）の妥当性検証からスタートし
た。そして、これまでの 3 年間に、ランナー
や肥満・やせ体型を含む年齢 20 歳から 80 歳
の 67名の成人と子ども 20名を対象としたゴ
ールドスタンダードと簡便法を用いた測
定・調査が終了した。 
 以下が 3 年間の主な成果である。 

1)DLW による日本人高齢者の身体活動量
をはじめて明らかにした（ Eur J Appl 
Physiol ，2009）。ここに示した我々のデータ

は「日本人の栄養摂取基準 2015 年度版」の
エビデンスに採用された。また、DLW との比
較検証で、簡便法（3 軸加速度計、簡易活動
記録法）が高精度で身体活動量を評価するこ
とを明らかにした。 
 
2)S-BIS 法を用いて細胞内液と細胞外液を分
けて測定することにより、浮腫や脂肪を取り
除いた筋細胞量測定が可能であることを明
らかにした(Journal of Gerontology, 2011)。こ
れは同誌の 65 周年を記念する Biological 
Sciences and Medical Sciences 論文賞を受
賞した。 
 
3)7 年間の縦断体力データによる体力年齢推
定式を作成・発表できた（Age,2011）。 
我々が長期にわたって実施している高齢者
の体力測定データをもとに、①年齢と横断的
に相関を示す、②個々の縦断データの経年変
化が横断的な相関の傾向と一致する、③測定
の信頼性・再現性がある体力測定項目を選び
出すことを目的として研究を行った。 

 
上記のような成果を元に、現在、高齢者を

対象にした加速度計による大規模身体活動
量調査や活動量や筋量、体力を指標にした運
動介入に着手したところである 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している  
身体活動量については、日本人高齢者の

DLW の測定値が得られたこと、これと各種簡
便法（加速度計法、簡易活動記録法）との妥
当性が検証できたこと、筋細胞量を簡便に精
確に測定できる方法を確立できたこと、体力

機関番号：２４３０３ 

研究種目：基盤研究（Ａ） 

研究期間：2008 年 ～2011 年   

課題番号：２０２４００６１ 

研究課題名（和文）高齢者のエネルギー消費量決定要因の横断的･縦断的検証(体力、筋細

　　　　　　　　 胞量に着目して）                     

研究課題名（英文）Cross-sectional and longitudinal validation of determinants of energy
consumption in the elderly (with particular attention to fitness and muscle cell mass) 
研究代表者  

木村 みさか（KIMURA MISAKA） 

京都府立医科大学・医学部・教授 

研究者番号：９０１５０５７３ 

 
 



 

 

年齢推定式の作成ができたこと、等により、
研究はほぼ順調に進展している。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年は、現在着手している高齢者の身体
活動量調査を進めるとともに、運動介入につ
いても、虚弱高齢者を中心にした運動プログ
ラムの開発・検証を続ける。加えて、以前、
研究に参加された高齢者における DLW によ
る身体活動量の縦断変化（5 年から 6 年後）
の調査・測定も計画している。得られて成果
については、論文として発表する。かなり欲
張った研究計画であるが、総力を集中して次
の課題に結びつけたい。 
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